
様式第２号（第６条関係） 
 
令和６年度～令和８年度 
 

支 援 機 関 計 画 書 
 
１ 応募機関 
 
 法  人  名 

 
 株式会社ショープル 

 
  代  表  者 

 
 渋谷英雄 

 
  住    所 

 
 山梨県南アルプス市小笠原436-1 

 
  電 話 番 号       

 
 055-244-6485 

 
  隊員希望人数 
 

 
 ２名 
 

 
 
２  事業実施基本方針 

2015年、市内に果実酒（ワイン）醸造所を開所。葡萄栽培地の選定にあたっては、
全国 46カ所の葡萄圃場を視察し、最も水はけの良い南アルプス市に決定しています。 
葡萄の栽培からワイン醸造までを一貫して行う生産者（ドメーヌ）として、 
・認定農業者 
・果実酒・甘味果実酒・ブランデー酒類製造免許 
・飲食店営業免許、菓子製造業免許 
を取得しております。 
 
主な圃場を、飯野・白根・中野地区とし（現在、圃場面積２町歩）、醸造所（年間

生産量 1万 2千本）を小笠原地区に設置しています。圃場は全て耕作放棄地の再生に
より担い、醸造所は南アルプス市の空き家バンクの紹介により古家改装しています。
また、昨年には中野地区の棚田を眺めるワイン用干しぶどう施設を新設し、隣接に古
民家農カフェを設け老若男女の農業体験の場を提供しています。 
 
これまでの主たる実績は、 

・2018年 国際ワインコンクール（DWWA）で赤ワインがシルバー受賞 
・2019年 大阪サミットでロゼワインが採用、イギリスでのヴィーガン認証 
・2020年 ロンドン酒コンクールでシャインマスカットがブロンド受賞 
・2021年 やまなし４パーミルイニシアティブ（二酸化炭素排出の削減）認証 
・2022年 ワインの搾りかすを使った SDGsワイン「ピケット」を新発売 
・2023年 女性ソムリエだけの国際ワインコンクールで、赤ワインがシルバー受賞 
・2024年 ワイン誌テロワールアワード（農業）持続可能大賞ノミネート（審議中） 
などがあり、六次化生産者として実績を積み重ねております。 
 
2024年からの方針は、 
〇「天地人」を大切にした農業 
 ※天地人＝地元の土壌や天候、栽培者を最大限に活かすこと（テロワール） 
〇「循環型農業」で、捨てない農業 
〇「農業ブランド開発」で特産物の開拓 
とし、南アルプス市産の特徴をより前面に押し出す予定です。 
 



 そして、今後の目標としては、 
〇年 1回のアピール（受賞など）を保ち、南アルプス産の優位性を示す 
〇海外輸出率を販売の 10％とする 
〇事業継続のため農業の担い手を継承する 
としております。 
また、弊社はこれまでも、農業の担い手育成については、 
・地域おこし協力隊の受け入れ 
・山梨県アグリマスター制度の研修生受け入れ 
・耕作放棄地の再生 
・メディア（地元 TV・ラジオ、雑誌など）への積極的な取材協力 
などを行っています。 
 
 これらの経験を踏まえ、この度の地域おこし協力隊支援事業支援として、 
〇栽培から販売までを行える農業人の育成 
〇ワイン醸造技術の習得、販売能力を含む農業の 6次産業化力の育成 
〇耕作放棄地の清掃から再生までを行える能力の育成 
〇地域社会との交流と貢献を担える人材の育成 
を本事業の基本方針としています。 

 
 
３  業務実施体制 

醸造用葡萄の栽培技術習得から、栽培した果実からワインを醸造する技術そして、
市場動向を見据えた経営能力向上への支援を実施します。 

 ※総責任者の履歴 別添のとおり 
〇総責任者 代表取締役 渋谷英雄（安全・栽培） 
※山梨大学ワイン科学士、山梨県アグリマスター 

〇販路教育 社員 
 
 
４  年間活動計画 
別紙のとおり 

 
 
５  受入事業者（委託する場合） 

無し 
 

  



６ 隊員の活動地域、活動内容 
 
 隊員の活動地域 

 
 南アルプス市内 

 
 居 住 地       

 
 南アルプス市内 

 活 動 内 容       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１農業生産活動 
（栽培作目） 

醸造用葡萄 
（就農に向けた研修内容） 
〇令和６年度  
・社内外の農機具安全研修（約６時間） 
・社内栽培研修（土壌栄養、剪定、圃場管理など） 
・社内醸造研修（発酵管理など） 
・山梨県ワイン酒造組合若手部会栽培研修 
・食品衛生責任者養成講習会参加 

〇令和７年度 
・社内外農機具安全研修（約６時間） 
・社内栽培研修（開墾、防除、剪定、圃場管理など） 
・社内醸造研修（発酵管理、ワイン品質管理など） 
・山梨県ワイン酒造組合若手部会栽培研修 
・酒類販売管理社講習参加 

〇令和８年度 
 ・山梨大学ワイン・フロンティアリーダー養成プログラム

（文科省職業実践力育成プログラム）一部聴講 
・社内外農機具安全研修（約６時間） 
・社内栽培研修（キャノピーマネジメント総合） 
・社内醸造研修（ワイン分析、商品開発、酒税など） 
・山梨県ワイン酒造組合若手部会栽培研修 
 

２地域活動 
 ・南アルプス市ワイン愛好会への参加 
 ・地域商店南アルプス市特産物ミーティングの参加 
・地域清掃活動への参加 

 ・地区夏祭り、体育祭への参加 
 ・県内販売イベントなどへの参加 
 ・地元無尽会などでの発表の機会提供 

 

 

７  隊員の募集・選考方法 
(１) 募集方法 

〇自社ホームページによる募集告知 
〇やまなし暮らし支援センターへの募集告知依頼 
〇一般社団法人 移住・交流推進機構 JOINへの募集告知依頼 
 

(２) 選考方法 
〇１次選考（書類選考）： 
書類選考（履歴書、小論文、小レポート）の上、選考結果を応募者に通知します。 
 

〇２次選考（面接）： 
１次選考合格者を対象に、南アルプス市内で面接を行います。 
※1日体験実習を開催し、地域への理解を深めてもらいます 

 



８ 隊員の活動状況や成果の情報発信方法 
〇ホームページを作成し、4半期毎に活動成果を情報発信します。 

 

 

９  地域おこし協力隊支援事業費の使用内容                  (単位：千円) 

費 目 経   費 

金   額 

計 令和 6 

年度 

令和 7 

年度 

 令和 8

年度 
 
(１)地域
おこし協
力隊員の
募集・選
考 
 
 
 
(２)農業
活動等へ
の指導・
支援 
 
 
 
 
 
 
 
(３)地域
おこし協
力隊員の
活動・成
果の広報 
 
(４)地域
おこし協
力隊員の
生活支援 
 

 
地域おこし協力隊員
の募集・選考 
①募集案内の作成費 
②面接・農業体験等
の選考費 
③通信事務費 
 
 
農業活動等への指導
・支援 
①活動用消耗品費 
②研修先への謝金 
③活動旅費 
④活動用車両借上費 
⑤活動用車両燃料費 
⑥傷害保険加入料 
⑦支援機関事務経費 
 
 
地域おこし協力隊員
の活動・成果の広報 
①活動状況の広報費 
 
 
 
地域おこし協力隊員
の生活支援 
① 住居費（敷金含

む） 
 

 
300 

 
100 
180 

 
20 
 
 

1,560 
 

160 
80 
160 
860 
200 
40 
60 
 
 

100 
 

100 
 
 
 

1,008 
 

1,008 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,560 
 

160 
80 
160 
860 
200 
40 
60 
 
 

100 
 

100 
 
 
 

1,008 
 

1,008 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,560 
 

160 
80 
160 
860 
200 
40 
60 
 
 

100 
 

100 
 
 
 

1,008 
 

1,008 
 

 
300 

 
 
 
 
 
 
 

4,680 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

300 
 
 
 
 
 

3,024 
 
 
 
 

 合 計 2,968 2,968 2,968 8,304 

（注）１ 積算根拠を別紙１で添付する。 
 
 

  



別紙 

令和 6年度 

 農業活動 地域活動 

４月 

・社内農機具安全研修 
・肥料散布 ・苗植え ・本剪定 
・ワイン瓶詰めと販売 

 

５月 

・新梢整理 ・新梢誘引 
・春防除 
・ワイン瓶詰めと販売 

・地区清掃の参加 
・南アルプス市ワイン愛好会の参加
・甲府蔵出しワインイベントの参加 

６月 

・レインガード整備 
・新梢誘引 ・梅雨防除 
・圃場整備（草刈り） 
・ワイン醸造機器の整備 

・地域商店ワイン販促の参加  

７月 

・梅雨防除 ・新梢誘引 
・圃場整備（草刈り） 
・ワイン醸造機器の整備 
・食品衛生責任者養成講習会 

・地区清掃の参加 
・地域商店南アルプス市特産物ミー
ティングの参加 

８月 

・圃場整備（草刈り、剪定） 
・夏防除 
・社外農機具安全研修 
・ヌーボーワインの醸造 

・地区夏祭りの参加 
・南アルプス市ワイン愛好会の参加 

９月 

・圃場整備（草刈り） 
・ワイン酒造組合栽培研修 
・夏防除 
・ワイン醸造 

・地区清掃の参加 

１０月 

・圃場整備（草刈り） 
・秋防除 ・収穫 
・ワイン醸造 

・地区体育祭の参加 

１１月 

・レインガード整理 
・果実乾燥小屋整備 
・収穫 ・ワイン樽入れ 
・スパークリングワイン醸造 

・地区清掃の参加 
・山梨ヌーボーワイン祭りへの参加 
・穂見神社祭への参加 

１２月 

・潅水作業 
・葡萄樹の保温作業 
・ワイン樽入れ 
・スパークリングワイン醸造 

・地域商店ワイン販促の参加 
・南アルプス市ワイン愛好会への参
加 

１月 

・圃場整備（破損個所の保全） 
・荒剪定 
・剪定枝整理 
・干しワイン醸造 

・地区清掃の参加 
・どんと焼きお手伝い 

２月 

・圃場整備（破損個所の保全） 
・堆肥作り（ph調整など） 
・圃場支柱整備 
・ワイン瓶詰めと販売 
・ブランデー蒸留 

・地域商店ワイン販促の参加 

３月 

・挿し木苗育成と苗植え 
・春前防除 ・本剪定 
・葡萄番線張りと調整 
・ワイン瓶詰めと販売 

・地区清掃の参加 

  



別紙 

令和 7年度 

 農業活動 地域活動 

４月 

・社内農機具安全研修 
・肥料散布 ・苗植え ・本剪定 
・ワイン瓶詰めと販売 

 

５月 

・新梢整理 ・新梢誘引 
・春防除 
・ワイン瓶詰めと販売 

・地区清掃の参加 
・南アルプス市ワイン愛好会の参加 

６月 

・レインガード整備 
・新梢誘引 ・梅雨防除 
・圃場整備（草刈り） 
・ワイン醸造機器の整備 

・地域商店ワイン販促の参加 
・甲府蔵出しワインイベントの参加 

７月 

・梅雨防除 ・新梢誘引 
・圃場整備（草刈り） 
・ワイン醸造機器の整備 

・地区清掃の参加 
・地域商店南アルプス市特産物ミー
ティングの参加 

８月 

・圃場整備（草刈り、剪定） 
・夏防除 
・社外農機具安全研修 
・ヌーボーワインの醸造 

・地区夏祭りの参加 
・南アルプス市ワイン愛好会の参加 

９月 

・圃場整備（草刈り） 
・ワイン酒造組合栽培研修 
・夏防除 
・ワイン醸造 

・地区清掃の参加 

１０月 

・圃場整備（草刈り） 
・秋防除 ・収穫 
・ワイン醸造 

・地区体育祭の参加 

１１月 

・レインガード整理 
・果実乾燥小屋整備 
・収穫 ・ワイン樽入れ 
・スパークリングワイン醸造 
・酒類販売管理社講習 

・地区清掃の参加 
・山梨ヌーボーワイン祭りへの参加 
・穂見神社祭への参加 

１２月 

・潅水作業 
・葡萄樹の保温作業 
・ワイン樽入れ 
・スパークリングワイン醸造 

・地域商店ワイン販促の参加 
・南アルプス市ワイン愛好会への参
加 

１月 

・圃場整備（破損個所の保全） 
・荒剪定 ・剪定枝整理 
・干しワイン醸造 

・地区清掃の参加 
・どんと焼きお手伝い 

２月 

・圃場整備（破損個所の保全） 
・堆肥作り（ph調整など） 
・圃場支柱整備 
・ワイン瓶詰めと販売 
・ブランデー蒸留 

・地域商店ワイン販促の参加 

３月 

・挿し木苗育成と苗植え 
・春前防除 ・本剪定 
・葡萄番線張りと調整 
・ワイン瓶詰めと販売 

・地区清掃の参加 

  



別紙 

令和 8年度 

 農業活動 地域活動 

４月 

・山梨大学ワイン 
・フロンティアリーダー養成プロ
グラム一部聴講 

・社内農機具安全研修 
・肥料散布 ・苗植え ・本剪定 
・ワイン瓶詰めと販売 

 

５月 

・新梢整理 ・新梢誘引 
・春防除 
・ワイン瓶詰めと販売 

・地区清掃の参加 
・南アルプス市ワイン愛好会の参加 

６月 

・レインガード整備 
・新梢誘引 ・梅雨防除 
・圃場整備（草刈り） 
・ワイン醸造機器の整備 

・地域商店ワイン販促の参加 
・甲府蔵出しワインイベントの参加 

７月 

・梅雨防除 ・新梢誘引 
・圃場整備（草刈り） 
・ワイン醸造機器の整備 

・地区清掃の参加 
・地域商店南アルプス市特産物ミー
ティングの参加 

８月 

・圃場整備（草刈り、剪定） 
・夏防除 ・社外農機具安全研修 
・ヌーボーワインの醸造 

・地区夏祭りの参加 
・南アルプス市ワイン愛好会の参加 

９月 

・圃場整備（草刈り） 
・ワイン酒造組合栽培研修 
・夏防除 ・ワイン醸造 

・地区清掃の参加 

１０月 

・圃場整備（草刈り） 
・秋防除 ・収穫 
・ワイン醸造 

・地区体育祭の参加 

１１月 

・レインガード整理 
・果実乾燥小屋整備 
・収穫 ・ワイン樽入れ 
・スパークリングワイン醸造 
・酒類販売管理社講習 

・地区清掃の参加 
・山梨ヌーボーワイン祭りへの参加 
・穂見神社祭への参加 

１２月 

・潅水作業 
・葡萄樹の保温作業 
・ワイン樽入れ 
・スパークリングワイン醸造 

・地域商店ワイン販促の参加 
・南アルプス市ワイン愛好会への参
加 

１月 

・圃場整備（破損個所の保全） 
・荒剪定 ・剪定枝整理 
・干しワイン醸造 

・地区清掃の参加 
・どんと焼きお手伝い 

２月 

・圃場整備（破損個所の保全） 
・堆肥作り（ph調整など） 
・圃場支柱整備 
・ワイン瓶詰めと販売 
・ブランデー蒸留 

・地域商店ワイン販促の参加 

３月 

・挿し木苗育成と苗植え 
・春前防除・本剪定 
・葡萄番線張りと調整 
・ワイン瓶詰めと販売 

・地区清掃の参加 

 
  



別紙 1 

費 目 経   費 

金   額 
積算根 

拠 
令和 6 

年度 

令和 7 

年度 

令和 8

年度 
 
(１)地域
おこし協
力隊員の
募集・選
考 
 
 
 
(２)農業
活動等へ
の指導・
支援 
 
 
 
 
 
 
 
(３)地域
おこし協
力隊員の
活動・成
果の広報 
 
 
 
(４)地域
おこし協
力隊員の
生活支援 
 
 
 

 
地域おこし協力隊員
の募集・選考 
①募集案内の作成費 
②面接・農業体験等
の選考費 
③通信事務費 
 
 
農業活動等への指導
・支援 
①活動用消耗品費 
②研修先への謝金 
③活動旅費 
④活動用車両借上費 
⑤活動用車両燃料費 
⑥傷害保険加入料 
⑦支援機関事務経費 
 
 
地域おこし協力隊員
の活動・成果の広報 
①活動状況の広報費 
 
 
 
 
 
地域おこし協力隊員
の生活支援 
①住居費(敷金含む) 
 
 
 

 
300 

 
100 
180 

 
20 
 
 

1,560 
 

160 
80 
160 
860 
200 
40 
60 
 
 

100 
 

100 
 
 
 
 
 

1,008 
 

1,008 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,560 
 

160 
80 
160 
860 
200 
40 
60 
 
 

100 
 

100 
 
 
 
 
 

1,008 
 

1,008 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,560 
 

160 
80 
160 
860 
200 
40 
60 
 
 

100 
 

100 
 
 
 
 
 

1,008 
 

1,008 
 
 
 

 
 
 
HP作成6万。募集動画作成4万 
農業体験3万×4回、面接対応
2万×3回 
印刷1万、郵送1万 
 
 
 
 
(農具5万+衣類3万)×2名 
1～3年目1万×4回×2名 
旅費8万×3名 
年借上費43万×2名 
燃料年間10万×2名 
年間2万×2名 
印刷など3万×2名 
 
 
 
 
【1年目】HP作成4万、動画作
成4万、遠隔報告会2万 
【2、3年目】HP更新2万、動
画作成4万×2回 
 
 
 
 
家賃4.2万×12箇月×2名 
 
 

 合 計 2,968 2,968 2,968  

 

 

 


